
























































生産されるのは、19 世紀前半以降の出雲・伯耆に限られる。  






















幕末・明治期のたたら吹製鉄   幕末・明治期における社会変動は、たたら吹製鉄にも大
きな影響を及ぼした。幕末には、大坂市場を中心とした鉄の流通は弛緩し、より有利な諸
国売りが増えるとともに、軍事的な緊張を背景として佐賀藩や薩摩藩など軍備を整えるた
めに鉄産地より直接鉄を買い付ける動きもあった。また、萩藩、九州の福岡藩・肥後藩・
佐賀藩・飫肥藩などでは、たたら吹製鉄の技術者を石見などから招請して、自国内に高殿
鈩を建設し鉄生産を行っている。  
明治時代に入り安価な洋鉄が輸入されるようになると、たたら吹製鉄は低労働生産性・
低稼働率・低歩留という構造的問題から生じるコスト高から価格面での競争が難しくなり、
次第に斜陽化する。それでも国内における鉄類の生産割合は、1894(明治 27)年に洋式高炉
による銑鉄生産量が和銑を超えるまでは、たたら吹製鉄の方が上回っており、この時期に
諸施設の動力化や、角炉・鉄滓吹きの導入など技術開発も行われた。しかしながら、俵国
一著『古来の砂鉄製錬法』に記載されているように、たたら吹製鉄の多くは 1898(明治 31)
年の段階でも江戸時代とほとんど変わらない生産施設で操業していたのが実態であり、送
風施設などの動力化などが進んだとしても、部分的なものに過ぎなかった。たたら吹製鉄
は、明治 30 年代には既に近代製鉄には太刀打ちできなくなっており、一部の大規模経営者
は海軍需要を獲得することにより経営的に成功した時期もあったが、それを失うと急速に
衰退し、大正年間には姿を消すこととなる。  
東アジアの中のたたら吹製鉄  たたら吹製鉄は、砂鉄が豊富な中国地方で発展した箱形
炉による砂鉄製錬法である。その展開過程は、日本列島に伝った製鉄技術の系譜が求めら
れる韓国の製鉄遺跡と比較すると対照的であり、箱形炉による砂鉄製錬法が我が国で独自
に培われたものであることが明らかである。  
韓国における鉄生産は、三国時代の円形炉が根幹をなしており、それ以降ほぼ一貫して
鉱石製錬が行われた。その構造は、基本的には竪形炉であり、朝鮮時代の 16～17 世紀初め
頃までは、古代の円形炉とあまり変わらない規模・構造の製鉄炉による操業が続いたよう
である。これに大きな変化が現れたのは 17 世紀代のことで、セブリ製鉄が慶尚道の蔚山・
慶州地域を中心に登場する。これは竪形炉の構造を発展させ、製鉄炉を大形化したもので、
炉高が高いため作業用の斜道を炉の両側面に設けるなど周辺施設も整備されている。製鉄
炉の大形化は、１基当たりの鉄生産量を飛躍的に増大させたと考えられ、セブリ製鉄は韓
国における在来製鉄の最も発展したものと評価できる。  
一方、15～18 世紀頃には、全羅道・慶尚道南部・忠清道で砂鉄製錬を行うため箱形炉が
営まれる。炉壁に箱形炉特有の小さな送風孔が並んでいるが、炉底が作業面より低い半地
下式であること、片側長辺のみを取り外して鉄塊を回収し、もう一方の長辺は炉壁を補修
しながら再使用することなどは、日本の箱形炉には見られない。砂鉄製錬を目的とした箱
形炉という点以外は、製鉄炉の構造や操業方法が、たたら吹製鉄とは大きく異なっており、
両者に系譜関係を見出すのは難しい。韓国の箱形炉は、砂鉄製錬を効率的に行うために、
朝鮮半島で独自に成立したものと考えられる。  
 
 
 
 
 
  
